
１ 研究課題名 

対象者の特性に応じた効果的な取調べ手法に関する研究 
 
２ 研究担当者 

主研究担当者 横田 賀英子  犯罪行動科学部捜査支援研究室 
他研究員５名 

 
３ 研究期間 

平成２６年４月 ～ 平成３０年３月（４年計画） 
 
４ 研究予算 

  平成２６年度  １６，１４６千円 
  平成２７年度  １７，０７２千円 
  平成２８年度  １７，３６３千円 
  平成２９年度  １８，８８３千円 
 
５ 研究の目的 

対象者の特性に応じた効果的な取調べ手法について、面接調査や質問紙調査、実験な

どの方法を用いて心理学的な研究を行うことにより、対象者の特性の把握方法及び対象

者の特性に応じた効果的な取調べ手法を明らかにする。これらの研究知見により、取調

べの高度化、適正化に資する資料を作成する。 
 
６ 成果 

(1) 当初予定していた成果 
本研究では、下記の成果が得られた。 

① 取調べ官対象の質問紙調査により、取調べ官の性格が取調べ手法に関連してい

ることが示された。共感性尺度のうち視点取得（相手の立場に立って物事を考

えるという共感性）の得点が高い者ほど、積極的傾聴の手法を利用していた。

取調べにおいて被疑者から話を聴く際に重要な手法である積極的傾聴を教養す

る際には、視点取得を取ることの重要性についても言及すべきであることが示

唆された。 
② 被面接者の被誘導性を測定するための被誘導性尺度（GSS2: Gudjonsson 

Suggestibility Scale 2）の日本語版の妥当性を、インターネット調査場面にお

いて検証した。同調査では、教示が誤っていたと謝罪し、自由再生を行った場

合に、後の誘導質問に関する抵抗力が増すことが示唆された。  
③ 一般人対象の実験により、被面接者を誘導することなく適切に聴取するための



効果的な取調べ手法について知見を見出すことができた。実際に体験した内容

の誘導されやすさに影響する要因（質問方法、体験から想起までの日数、体験

の自己関与度）を明らかにした。特に、質問方法については、「～でしたよね」

と尋ねる誘導質問や「はい・いいえ」質問よりも、選択式質問の誘導のリスク

が最も高いことが明らかになった。さらに、グラウンドルールの活用が、高齢

者、一般人ともに誘導のリスクを低めることが明らかになった。最後に、被誘

導性を高めることなく被面接者から多くの情報を得ることを目的として開発さ

れた修正版認知面接は、電話による聴取やインターネットを介した聴取でも効

果があることが実証された。 
④ 知的障害者に対する取調べにおける配慮事項について知見を見出すことがで

きた。取調べ官に対する半構造化面接による調査から、取調べ官は対象者の理

解力と被誘導性に配慮し、その多くは積極的傾聴と発問方法への配慮に心がけ、

グラウンドルールの説明を行っていることが示された。グラウンドルールを複

数説明していた取調べ官の方で高い量と質の供述を得る傾向が認められた。こ

の他、知的障害のある可能性が高い者をスクリーニングするための心理検査に

ついて、カルチャーフリー版を作成した。 
 

(2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 
公判に提出された心理鑑定について、本研究課題等で得られた知見を踏まえた上

で、意見書を作成し提出した。 
 

(3) 当初想定していたが得られなかった成果 
なし 
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